
 
                   学  校  概  要                     

昭和４８年４月１日創立（大正小学校より独立）  開校記念日は、９月３日  校長：齋藤  正子  副校長：吉田  あけみ 学級数

１４学級  児童数２９５名 深谷中学校ブロック（深谷中学校・深谷台小学校・深谷小学校・俣野小学校） 

 
                   学 校 教 育 目 標 
『ふれあいの風を吹かそう深谷台の子』 
○自分で課題を見つけ、解決に向けて取り組んでいく子どもを育てます。（知） 
○互いのよさを認め、あたたかい心の子どもを育てます。（徳） 
○健康な心と身体をもち、自分や人の生命や身体を大切にする子どもを育てます。（体） 
○地域の人や自然を大切にし、共に生きる子どもを育てます。（公） 
○人とのコミュニケーションを通じて、自分らしさを発揮し、自分のよさを伸ばそうとする子どもを育てます。（開） 
                 学 校 経 営 中 期 目 標 

○ふれあいを通して互いに認め合える子、学ぶ楽しさを実感し生涯を通して学びつづけられる子の育成を目指した学校づくり 

・めざす子ども像を明確にして、年間を通して学校内外の人々や異学年交流、学年や学級の友だちとのかかわりを充実する中で、豊かな人間性を養います。 

・基礎基本の確実な定着を図るため各教科等の学習指導の充実、毎時間ごとに身につけさせたい力を明確にした授業の展開に努めます。 

・知・徳・体・公・開の実現のため、PTA や地域の方々、関係機関との協力・連携をさらに深めていきます。 

学校経営 

中期目標 

設定理由 

開校以来、保護者及び地域の方々の協力を得ながら学校運営を進めてきた。その特色である「地
域の教育力」を十分に生かしていきたい。また、ここ数年重点的に取り組んできた豊かな人間関係
づくり・学習の基 礎基本の定着に向けた取組の成果が少しずつ見られるようになってきた。課題
である自己有用感の向上・学力向上の基盤が整ってきた。この期を逃さず、目標を明確にし、充実
した指導にあたることで、さらなる成果が得られると期待できる。 

 

    小 中 一 貫 教 育 推 進 ブ ロ ッ ク 目 標 

共通目標 
『外の世界に興味をもち、素直に見聞を広めていける子ども！』を共通目標に「学力向上」「生活力向上」に 一丸

となって取り組んでいます。 

自校の取組 

・小中合同授業研究会を通して授業改善に取り組むと共に、９年間を見通した確かな学力を身につけられるように

取り組みます。 
・ブロック共通スタンダードをもとに、学校生活がより充実していかれるよう児童一人ひとりにスタンダードの定

着を図ります。また、上位学年及び中学校へのスムーズな接続ができるようにしていきます。 
 

共 通 取 組 内 容 
１    確かな学力 ２    豊かな心 ３    健やかな体 
・授業改善、毎朝のドリル学習、家庭学

習の習慣化等、学習の基礎基本の定着

を図る取組を継続すると共に、各学年

で身につけさせたい力を明確にして確

かな学力の定着を目指します。 

・年間を通して読書活動の推進に努め確

かな学力の基礎を強化します。 

・道徳、特別活動の時間はもとより、

全教育活動を通して、各学年に応じ

ためざす子ども像を明確にし、 

“豊かなかかわりを大切にし、自他を

大切 にする心情や態度、お互いを認

め合い協力して学級を築こうとする

子ども”を育てていきます。 

・体育の時間の充実を図り、基礎体力と運動

能力の向上を目指すと共に、外遊びの推

進・体を動かした集会活動の充実・学校保

健委員会の活動を通して主体的に友だち

と関わり合いながら健やかな心身を育て

ていきます。 

   

重 点 取 組 分 野 
４    児童・生徒指導 ５    教育環境 ６     地域連携 
・児童一人ひとりが充実した学校生活を送

れるよう「学校スタンダード」をもとに

職員共通認識のもと指導にあたってい

ます。 
・学年、ブロックはもとより児童支援専任

を中心に連携を図り、組織的に対応でき

るようにしています。 

・学校生活に季節の節目や変化を感じられ

るような教育環境の整備。安全面、衛生

面にも配慮した環境整備に努めていま

す。 

・地域の方々の協力を受け、学校の特色で

ある“豊かな自然”を活用した学習活動

を展開しています。 

・地域ボランティアの協力を受け、図書室、

書架の整備に努めています。 

・保護者、学援隊や地域の方々の登校指導、

学習活動及び行事支援など地域と連携し

たネットワークで子どもの学びや育ちを

支えています。 
・学校ホームページや学校だよりなどをよ

り充実させ、積極的な情報発信をしてい

ます。 

                  人材育成・組織運営

・メンターチームによる研修の充実により、経験の浅い教員が基本的な学習の在り方・児童に対する接し方等、
活発に情報交換できるようになっています。また、先輩職員の日々の業務に対する姿勢を学ぶ環境が整い相乗
効果が期待できるようになってきています。今年度は、各自のキャリアステージに応じて各教職員が主体的に
学校経営に関わっているという意識をもてるように当事者意識の高揚に努めていきます。 
・教職員が互いに啓発し合える環境を整え、共感的な児童理解を基礎とし、指導力向上につながるようにして
います。 

横浜市 深谷台小 学校 平成２６年度版 中期学校経営方針 （平成 25 年 4 月～平成 28 年 3 月） 



 


